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（ ）

事業シート（概要説明書）

予算事業名 保健衛生普及費（国民健康保険事業特別会計） 事業開始年度 平成18年度以前

上位施策事業名 社会保障 担当局・部名 生活経済部

根拠法令等 担当課･係名 市民課・国民健康保険班

事務区分 ■自治事務 □法定受託事務 作成責任者 宮﨑　博之

実施の背景

　国民健康保険制度発足以来、変遷する制度の趣旨普及と保険給付費の抑制が急務。
少子高齢化、社会保険資格適用拡大により被保険者数は年々減少しているが、１人当たりの
医療費は高齢化や医療の高度化により増加しており、国保財政の健全な運営に負担となって
いる。

担当正職員 0.25 人 1,775 千円

目　的
（何のために）

　国民健康保険制度の趣旨普及と啓発を図り、医療費の適正化に向けた取組を推進し、国民
健康保険事業の健全な運営を目指す。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

　国民健康保険被保険者
対象者数（全住民に対する割合）

23,883 人

・ジェネリック医薬品差額通知を５月・１１月は香取市の医薬品費上位４薬効分類薬に、ま
た８月・２月は中枢神経系・腫瘍用薬を除く全医薬品を対象に年４回発送

・被保険者証年度更新時にジェネリック希望シールを同封
・医療費通知を年４回（６月・９月・１２月・３月）発送
・国保資格取得時の制度パンフレットの配布と説明
・県内一斉に行われる「ちば国保月間」の活動として、市内で開催される催事会場及び成人

式でパンフレット等の配布
・香取市広報、ウェブサイトへ記事掲載
・自治会連合会での説明

事業内容
（手段、手法など）

30.4 ％

実施方法

■直接実施（直営）

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者： ）

□補助金〔直接・間接〕（補助先： 　　実施主体： ）

□貸付（貸付先： ）□その他（ ）

事業内容

関連事業
（同一目的事業等）

0.25 人 1,775 千円 0.25

コ
ス
ト

30年度（予算） 29年度（決算） 28年度（決算） 27年度（決算）

事
業
費

事業費合計 6,657 千円 3,800 千円 3,490 千円 4,066 千円

事業費内訳
（平成29年度分）

　制度案内パンフレット 304千円
　ジェネリック推進カード 348千円
　医療費通知郵便料 2,820千円
　ジェネリック差額通知郵便料 321千円
　ジェネリックコールセンター手数料　　7千円

人
件
費

人 1,775 千円

臨時職員等 人 千円 人 千円 人 千円 人 千円

0.25 人 1,775 千円

千円

総事業費 8,432 千円 5,575 千円 5,265 千円 5,841 千円

人件費合計 0.25 人 1,775 千円 0.25 人 1,775 千円

国県支出金
1,851 千円 508 千円 585 千円 555

0.25 人 1,775 千円 0.25 人 1,775

地方債 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円

国県支出金の内容 　特別調整交付金

5,841 千円

財源

内訳

財源合計 8,432 千円 5,575 千円 5,265 千円

千円

その他特財の内容

一般財源 6,581 千円 5,067 千円 4,680 千円 5,286 千円

その他特財

事業番号 09 国民健康保険制度の普及啓発事業 平成30年度

ここから成果指標を導きます。
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事業シート（概要説明書）

予算事業名 保健衛生普及費（国民健康保険事業特別会計） 事業開始年度 平成18年度以前

事業番号 09 国民健康保険制度の普及啓発事業 平成30年度

事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値） 単位 Ｈ29年度 Ｈ28年度 Ｈ27年度

　ジェネリック医薬品差額通知年間通知
　発送

年
7,647通
（4回）

6,916通
（4回）

3,415通
（2回）

　医療費通知発送 年
46,344通
（4回）

48,522通
（4回）

49,686通
（4回）

単位当たりコスト 総事業費

/ / /

　ジェネリック医薬品利用金額シェア ％ 44.5

／ 被保険者数 円 234 204 216

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

　ジェネリック医薬品利用数量シェアはこれまでの活動により年々上昇しているが、国が目
標としている80％に達成しいていない。被保険者の方々には健康増進の講演会や教室など多
くの場所での啓発を行い、医師会・歯科医師会や薬剤師会へ協力依頼し、引き続き連携を密
にしていきたい。
　医療費通知は、ご自身の健康や医療費に対する理解を深め、健康状態の管理を実践される
ことで医療費の抑制に繋げていく。また、診療日数の誤りなど市では確認できない部分につ
いて、適正に請求されているか確認していただくことも目的としている。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

　近隣市町の状況（Ｈ28年度）
医療費通知　　ｼﾞｪﾈﾘｯｸ医薬品差額通知 1人当たりの医療費

　　香取市 年４回 年４回 341,652円
　　神崎町 年４回 年４回 329,716円
　　多古町 年４回 年４回 304,742円
　　東庄町 年４回 年３回 312,451円
　　旭市 年４回 年１回 283,821円
　　銚子市 年４回 年１回 330,000円

特記事項

H29.4.1現在　  H28.4.1現在　  H27.4.1現在
　人口 78,585人 79,647人 80,647人
　被保険者数 23,883人 25,809人 27,117人

H28年度　　 　H27年度　　 　H26年度
　１人当たり医療費　　 341,652円 333,614円 302,692円

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

　資格取得や被保険者証の年度更新時にパンフットを配布し、国保制度、資格の適正や納税
の重要性の周知し理解と浸透を図る。
　市内催事会場での啓発活動、ジェネリック医薬品差額通知や医療費通知の発送により医療
費の抑制に努める。

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値） 単位 Ｈ29年度 Ｈ28年度 Ｈ27年度

　ジェネリック医薬品利用数量シェア ％ 62.2 57.7 52.9

40.9 36.7

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。
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Administrator
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